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この町の未来図

今月の表紙

正月の成人式で旧友との再会に思わ
ずこぼれる笑み。今後の活躍を期待
します。
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町長の独白

　いま我が国の末端地域ほど少子高齢化を内在した
地域経済悪循環スパイラルに陥っていると連日のよ
うに報道されています。その対策として様々な取り
組みがなされていますが、まだこれといった決定打
は見いだせていないようです。
　しかし、このまま指をくわえて見ているわけには
いきません。国が打ち出す政策に明確なビジョンや
一貫性が無いからかもしれません。国や県などの上
位団体のせいにするわけにはいきませんが、補助金
制度を中軸に据えた上意下達の行政体質が限界を迎
えシステムバグを起こしているのは間違いなさそう
です。右肩上がりの拡大経済社会から右肩下がりの
縮小経済社会に移行しているいま、世の中の仕組み
をどう変えていったらいいのかが問われているので
す。

　私は、この問題解決のヒントは江戸時代にあると
考えています。鎖国時代に訪れた外国人たちが称賛
した地域循環型社会モデルこそ、これから私たちが
目指すべき方向ではないでしょうか。
　このことは、なぜか想定外の災害が頻発するたび
に実証されています。
　シンプル・イズ・ベスト！　スモール・イズ・ビューティー！！
です。
　みなさんのそれぞれの分野（ジャンル）でその未
来図を描いてみてください。

上島町長　宮脇　馨
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島々の話題

１月３日（木）から15日（火）にかけて、町内各地区において新春を祝い、無
病息災の願いを込めた「とんど焼き」や五穀豊穣を願う「弓祈祷」が行われ
ました。町内各地区でとんどや弓祈祷

新春に願いをこめて

6日（日）佐島弓祈祷（八幡神社） 12日（土）岩城とんど（西部海水浴場）

13日（日）上弓削弓祈祷、とんど
（高濱八幡神社）

12日（土）生名とんど（生名グラウンド）

13日（日）下弓削とんど（松原海水浴場） 15日（火）魚島とんど（井ノ浦埋立地）

10月から12月にかけ、上島町各地区保育所において発表会が
開催されました。園児たちは可愛らしい衣装を身にまとい、工夫
をこらした演劇や歌、合奏などを元気いっぱい披露しました。町内各地区保育所発表会

元気いっぱいお披露目

10月27日（土）弓削保育所 11月17日（土）生名保育所

11月10日（土）魚島合同発表会 12月1日（土）岩城保育所



新
成
人
の
抱
負
（
敬
称
略
）

　

１
月
３
日（
木
）、
せ
と
う
ち
交

流
館
に
お
い
て
、
平
成
31
年
上
島
町

成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
た
な
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、39
名（
弓
削
地
区
18
名
、

生
名
地
区
５
名
、
岩
城
地
区
16
名
）

の
新
成
人
が
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
宮
脇
町
長
か
ら
新

成
人
代
表
の
小
田
舞
子
さ
ん（
弓
削
）

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
津
國
亜
美

さ
ん（
生
名
）
が
新
成
人
を
代
表
し

て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
員
に
よ
る
記
念
撮
影

に
続
き
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
近
況
報

告
や
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級
生

や
恩
師
と
談
笑
し
た
り
、
写
真
を

撮
っ
た
り
と
、
短
い
時
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
会
場
は
賑
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
に
感
謝
し
て
過

ご
し
ま
す
♡

　
　
　
　
　
　
　

津
國　

亜
美（
生
名
）

祝成人
平成31 年上島町成人式

周
り
を
見
て
仕
事
に
励
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

大
洲　

悠　
（
弓
削
）

将
来
な
り
た
い
も
の
に
な
れ
る
よ
う

に
、
自
分
が
今
や
る
べ
き
こ
と
を
し

っ
か
り
と
こ
な
し
、
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

大
塚　

葵　
（
弓
削
）

理
想
の
看
護
師
と
な
れ
る
よ
う
に
勉

学
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

大
塚　

梓　
（
弓
削
）

四
月
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
一
人
前
の
人

間
に
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き

ま
す
！

　
　
　
　
　
　

岡
本
紳
太
郎（
弓
削
）

自
ら
の
言
動
に
責
任
を
持
ち
、
周
り

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　

  

小
田　

舞
子(

弓
削
）

四
月
か
ら
保
育
士
に
な
る
の
で
、
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

黒
田　

羽
奏（
弓
削
）

二
十
歳
に
な
っ
て
、
親
に
迷
惑
を
か

け
な
い
立
派
な
社
会
人
に
な
り
た
い

で
す
。

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

理
沙（
弓
削
）

素
敵
な
女
性
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

重
田　

朋
未（
弓
削
）

立
派
な
社
会
人
、
大
人
に
な
っ
て
、
影

響
力
の
あ
る
人
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

白
石　

直
也（
弓
削
）

将
来
、
地
域
医
療
に
携
わ
る
仕
事
に
就

け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

冨
岡　

水
貴（
弓
削
）

人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
つ
く
の
で
気
を

引
き
締
め
て
頑
張
る
。

　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

寿
菜（
弓
削
）

四
月
か
ら
社
会
人
に
な
る
の
で
、
責
任

感
の
あ
る
、
思
い
や
り
を
忘
れ
な
い
人

に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

升
田　

美
琴（
弓
削
）

四
月
か
ら
は
就
職
な
の
で
、
し
っ
か
り

と
し
た
社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

宙
依（
弓
削
）

四
月
か
ら
上
島
町
に
帰
っ
て
き
て
、
地

元
の
皆
さ
ま
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

大
河（
弓
削
）

関
西
の
方
で
有
名
な
調
理
師
に
な
る
！

　
　
　
　
　
　
　

田
窪　

克
成（
弓
削
）
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残
り
の
二
年
で
公
務
員
の
勉
強
に
励

み
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
に

感
謝
し
て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

増
成　

穣
士（
生
名
）

毎
日
元
気
に
生
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

林　
　

秀
吉（
岩
城
）

成
人
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
日
々
の

少
し
ず
つ
の
変
化
に
喜
び
を
感
じ
な

が
ら
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族

に
感
謝
を
忘
れ
ず
過
ご
し
て
生
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

新
川　

陽
葉（
岩
城
）

好
き
な
事
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
、
険
し
い
道
で
は
あ
り
ま
す

が
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
い

う
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

村
上
穂
乃
花（
岩
城
）

支
え
て
下
さ
る
方
々
に
感
謝
し
、
人

と
し
て
成
長
で
き
る
よ
う
毎
日
を
大

切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

黒
瀬　

智
志（
岩
城
）

こ
れ
か
ら
も
家
族
、
友
人
、
地
元
の

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
日
々
過
ご

し
人
情
深
い
大
人
に
な
り
た
い
で

す
。

　
　
　

 　
　

  
田
中　

哉
尋（
岩
城
）

周
り
の
人
に
感
謝
を
忘
れ
ず
自
分
ら
し

く
立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

 　

  

田
名
後
汐
音（
岩
城
）

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
ま
っ
す
ぐ
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

澤
田
奈
津
季（
岩
城
）

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

や
、
大
好
き
な
上
島
町
の
た
め
に
精

一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　

黒
瀬　

真
大（
岩
城
）

昨
年
は
学
生
生
活
の
中
で
好
き
な
こ
と

や
将
来
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
見

つ
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

森
本　

渚
月（
岩
城
）

一
つ
一
つ
の
ご
縁
を
大
切
に
、
感
謝
の

心
を
忘
れ
な
い
人
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

濱
岡　

沙
岐（
岩
城
）

皆
か
ら
愛
さ
れ
る
立
派
な
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ
て
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
周
り
の
人
と
両
親
に
恩
返

し
し
た
い
で
す
! !

　
　
　
　
　
　

 

八
原　

杏　
（
岩
城
）

大
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
周
り
の

人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
一
日
一

日
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

長
谷　

有
希（
岩
城
）
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掃
除
や
ご
み
捨
て
、
食
事
の

支
度
な
ど
の
家
事
を
し
ま
し
ょ

う
。
家
庭
内
で
仕
事
や
役
割
を

も
つ
こ
と
は
、
生
き
が
い
に
も

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
や
知
識
を
活
か
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
な

ど
、
地
域
で
の
役
割
を
担
う
こ

と
で
、
地
域
の
役
に
立
つ
こ
と

も
で
き
ま
す
。
上
島
町
で
も
、

「
さ
さ
え
愛
隊
」
や
「
ハ
ー
ト

リ
ー
フ
」(

注)

と
い
っ
た
、
50

代
か
ら
70
代
の
元
気
な
シ
ニ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

健康だより

　

こ
た
つ
で
過
ご
す
冬
場
は
、

特
に
、
長
い
時
間
座
っ
た
ま
ま

で
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
が
ち

で
す
。
用
事
は
で
き
る
だ
け
立

ち
上
が
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
視
聴
中
心
の
生
活
を
送

る
人
は
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
時

間
に
で
も
、
簡
単
な
体
操
や
運

動
を
し
ま
し
ょ
う
。

今月の担当
保健師
高田　薫

□

ゝ

□

ゝ

□

ゝ 「
閉
じ
こ
も
り
か
ら

　
　

抜
け
出
そ
う
」

「
閉
じ
こ
も
り
」
と
は
、
寝

た
き
り
な
ど
で
外
出
で
き
な
い

わ
け
で
は
な
く
、
一
日
の
ほ
と

ん
ど
を
家
や
そ
の
周
辺
で
過
ご

す
こ
と
が
続
い
て
い
る
状
態
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
次
の
よ

う
な
こ
と
は
起
き
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
　
外
出
す
る
き
っ
か
け
や

　
　
用
事
が
な
い
。

　
　
何
か
あ
っ
た
時
に
気
に

　
　
か
け
て
く
れ
る
人
が
身

　
　
近
に
い
な
い
。

　
　
転
倒
す
る
と
怖
い
の
で
、

　
　
外
に
出
た
く
な
い
。

　
も
し
か
す
る
と
、
閉
じ
こ
も

り
が
ち
に
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
特
に
高
齢
に
な
る
と
、
老
化

に
よ
る
体
力
の
低
下
、
体
の

節
々
の
痛
み
、
病
気
、
認
知
機

能
の
低
下
等
の
心
身
の
変
化
に

加
え
、
親
し
い
人
の
別
れ
な
ど

　
家
の
外
に
出
れ
ば
、
人
と
や

り
取
り
す
る
な
ど
の
活
動
が
生

じ
ま
す
。
買
い
物
や
通
院
、
散

歩
も
立
派
な
社
会
参
加
で
す
。

社
会
参
加
す
る
こ
と
で
、
認
知

機
能
の
低
下
も
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
な
る
べ
く
用

事
を
作
っ
て
外
に
出
か
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
四
季
折
々

の
変
化
な
ど
、
家
の
中
に
い
た

ら
気
づ
か
な
か
っ
た
、
新
し
い

楽
し
み
や
感
動
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
内
で
も
、
気
軽
に
楽
し
く

参
加
で
き
る
場
所
が
あ
り
、
各

地
区
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
さ
さ
え
愛
隊
で
も
、
毎

月
「
集
い
の
場
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

1 
な
る
べ
く
立
ち
上
が
ろ
う

2 
で
き
る
こ
と
は

　
　
自
分
で
し
よ
う

3 
お
し
ゃ
れ
を
し
て

　
　
外
に
出
て
み
よ
う

　
用
事
が
な
く
て
も
、
お
し
ゃ

れ
を
す
れ
ば
、
気
分
が
晴
れ
ま

す
。
楽
し
み
も
増
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。　

4 
１
日
１
回
は
外
出
し
よ
う

　
趣
味
を
も
っ
て
楽
し
む
こ
と

は
仲
間
と
の
交
流
の
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。
昔
好
き
だ
っ
た

こ
と
を
、
ま
た
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
好
き
な
こ
と
や
楽
し
い

こ
と
が
あ
る
と
、
お
の
ず
と
体

を
動
か
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

囲
碁
や
将
棋
等
の
頭
を
使
う
趣

5 
趣
味
を
楽
し
も
う

6 
地
域
の
集
ま
り
に

　
　
参
加
し
よ
う

「おたっしゃクラブ」
「にこにこ広場」は···

高齢者がどなたでも気軽に集え
る場所です。おしゃべりを楽し
んだり、簡単な体操をして交流
の輪を広げることができます。

の
様
々
な
要
因
が
重
な
っ
て
出

て
く
る
た
め
、
閉
じ
こ
も
っ
た

ま
ま
で
い
る
と
、
次
の
よ
う
な

症
状
を
招
き
や
す
い
で
す
。

 

●
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
な

 　
ど
の
身
体
機
能
の
低
下

 
●
記
憶
力
や
判
断
力
な
ど
の

 　
認
知
機
能
の
低
下

 

●
食
欲
不
振
・
消
化
機
能
の

 　
低
下
に
よ
る
低
栄
養
や
口

 　
腔
機
能
の
低
下

 

●
う
つ

　
閉
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
で
い
る

と
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
さ
ら
に

進
行
し
、
ま
す
ま
す
外
出
し
な

く
な
る
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。

●
閉
じ
こ
も
り
っ
て
？

　
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
あ
き

ら
め
て
し
ま
わ
ず
、
社
会
と
関

わ
り
な
が
ら
自
分
ら
し
い
生
活

を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
く
た

め
に
、
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ

な
と
思
っ
た
あ
な
た
に
、
６
つ

●
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
す
る

　
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

味
は
、
認
知
症
予
防
に
も
な
り

ま
す
。

(

注)
  

連
絡
先 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

  

☎︎
７
６-

２
２
６
１
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育児教室★
6日(水) 10:00 〜 11:30 せとうち交流館

健康相談★
12日(火) 10:00 〜 11:00 せとうち交流館
おたっしゃクラブ★
７日(木) 10:00 〜 12:30 久司浦集会所
13日(水) 10:00 〜 12:30 弓削開発総合センター
14日(木) 10:00 〜 12:30 下弓削中央集会所
27日(水) 10:00 〜 11:30 下弓削中央集会所

2月 健康相談・各種教室・健診ガイド
★印は、健康ポイント10 Ｐ獲得できます

元気アップ体操

ＣＡＴＶ11チャンネルで
13 時・18 時 放 映 中！

　寒さがいっそう増すこの時期は、お尻の外側や
太ももの裏側、ふくらはぎ、足裏などに痛みやし
びれを感じる『坐骨神経痛』が出やすい時期でも
あります。体が冷えたり、長時間座っていたりす
ると、お尻の筋肉が固くなり、神経を圧迫するこ
とも要因の一つです。対策として、お風呂で温め
たり、お尻のストレッチなどが有効ですよ。

ーすきま時間体操ー
弓削保健センター　☎７７‒３７００

はつらつ教室自主活動★
毎週月曜 13:30 〜 14:30 生名保健センター
いきいき体操★

4日(月) 10:00 〜 11:30 生名保健センター
25日(月) 10:00 〜 11:30 生名保健センター
健康相談★
14日(木) 10:00 〜 11:00 ３分団集会所
育MENクラブ★
15日(金) 10:00 〜 11:00 生名保健センター
おたっしゃクラブ★
20日(水) 10:00 〜 12:30 ３分団集会所
21日(木) 10:00 〜 12:30 西浦集会所

生名保健センター　☎７４‒０９１１

健康づくり教室「あおぞら」★
8日(金) 14:00 〜 15:30 魚島地域交流センター

健康相談★
8日(金) 9:00 〜 10:30 高井神公民館

27日(水) 13:30 〜 16:00 魚島保健福祉センター

魚島保健福祉センター　☎７４―１１２０

はつらつ教室自主活動★

毎週火曜 10:00 〜 11:00 岩城保健センター１階
トレーニングルーム

育児教室★
26日(火)  10:00 〜 11:30 岩城保健センター
健康相談★

7日(木) 10:00 〜 11:00 コミュニティセンター
21日(木) 10:00 〜 11:00 長江公民館
にこにこ広場★
19日(火) 14:00 〜 16:00 岩城開発センター

岩城保健センター　☎７４―０７５５

   息は止めず、反動はつけず
   20 〜30 秒数えながら伸ばす

お尻ストレッチ

① 伸ばしたい方の足を４の字に組む
② 腿に胸がつくようにお辞儀する

① 伸ばす方のももを胸に引き付ける
② ひざをひねり、足を胸に引きよせる

① ②

①
②

POINT

～あおむけ～

～イス座位～

膝を曲げると痛みの出る方は行わないでくだ
さい

ご注意ください!
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上島の遺跡 / 島おこし協力隊活動報告

　近頃、テレビ番組で戦後間もない時期
の海水を利用した製塩が扱われました。
それを観ると人間にとっての塩の大切さ
を再認識することができました。上島町
には、古墳時代から昭和時代までの製塩
の歴史があります。今回は、日本列島に
おける製塩の歴史を概観してみたいと思
います。
　日本列島には岩塩がなく、古くから豊
富にある海水から塩を作りました。日本
列島は、海に囲まれていますが、雨が多
く湿度が高いため、製塩にはかなりの燃
料と労力を必要としました。瀬戸内海沿
岸は、波が静かで、遠浅の海岸が広がっ
ています。また、晴天日数が多く、雨の
少ない地域です。そのため、瀬戸内海沿
岸では塩田（古くは塩浜）が発達しました。
　日本列島における製塩の始まりは、関
東や東北地方の一部の地域で縄文時代後

晩期まで遡ることができます。当時は、
海水を土器で煮詰めて塩を得ていまし
た。古墳時代の製塩土器は、日本列島各
地の沿岸部で確認されています。土器を
使った製塩は、奈良・平安時代まで続き
ます。
　塩の需要が高まると、新たに塩田を利
用した製塩が行われます。塩田による製
塩には、人力で海水を汲み上げて塩田に
海水をまく揚浜式と潮の満ち引きを利用
する入浜式があります。中世の上島町域
の島々では、揚浜式の製塩が行われてい
ました。江戸時代になると、日本列島で
は入浜式塩田が本格的に成立します。第
二次世界大戦後には流下式塩田が広ま
り、入浜式塩田は姿を消しました。昭和
40 年代後半以降、製塩はイオン交換膜
法で行われるようになり、塩田はその役
割を終えました。

教
育
課

学
芸
員 

有
馬
啓
介

製塩の歴史上島の遺跡 5

佐島の宮ノ浦遺跡と燧灘

　こんにちは。ゆめしま未来塾の中裏で
す。2019 年になってから早１ヶ月がた
ちました。皆さんの今年の抱負は何でし
ょうか？年を越すことにより、不思議と
気持ちが一新されます。まだ抱負や目標
を決めていない方はこのタイミングで考
えてみてください！
　私たちの抱負は「突き抜ける！」。昨年
は多くのチャレンジをしてきました。その
経験を活かし、失敗を恐れず、壁にぶち
当たってもその壁を乗り越えていく所存
です。いのしし年にちなんで猪突猛進の
勢いで突き抜けていこうと思います！
　話は変わりますが、前回のコラムに記
載させていただいた公開授業を昨年の
12 月に実施させていただきました。２
部構成となっており、前半は「講師の人
生をひも解く」、後半では「トークフォ
ークダンス」を実施しました。１部では

４人の講師の今までの人生をひも解き、
どういった進路選択を行ってきたかとい
うことを生徒全員にむけ発表し、後半の

「トークフォークダンス」では見学に来
ていただいた地域の方々にも参加してい
ただき、生徒達のお悩み相談会をしてい
ただきました。
　地域の方々も普段話すことのない生徒
達の本気の声を聴くことができ、非常に
新鮮で刺激になったと胸を熱くしていた
だけました。生徒達も非常に刺激になり、
今後も町の人たちと話してみたいと言っ
てくれました。今年はこの授業のように
皆さんのお力を借りて、生徒達の力を一
緒に育んでいきたいと考えております。
今年一年もゆめしま未来塾を何卒よろし
くお願いいたします。

（HP をリニューアルしました！）

今年は 「突き抜ける ！」島おこし協力隊活動報告

トークフォークダンスの様子

島
お
こ
し
協
力
隊

中
裏　
修
平
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進路ガイダンスを実施
　12 月 10 日 ( 月 ) に本校で１・
２年生を対象とした進路ガイダ
ンスを実施しました。愛媛県内
外の専門学校や大学、短期大学
の方にお話をしていただき、大
変勉強になりました。今回は色々
な体験型の講義があり、講師の
先生方に優しく教えていただき
ました。この進路ガイダンスで
得た情報も参考にし、納得のい
く進路選択をしたいと思います。

グループマッチを実施
　12 月 13 日 ( 木 ) にグループ
マッチを実施しました。午前中
は体育館でバスケットボールを
行い、午後からはグラウンドで
サッカーを行いました。３年生
にとっては最後のグループマッ
チとなりましたが、みんな最後
まで笑顔で活躍することができ
ました。

馬越宙夢さんの感想
「３年生にとっては最後のグルー
プマッチでした。青龍，紅鷹と
もにチーム一丸となり、とても
思い出の残る楽しいグループマ
ッチをすることができました。」

LETTERS FROM SCHOOL 

学
生
が
進
路
に
つ
い
て
考
え
る

キャリア教育フォーラム開催
　12 月 1 日（土）、本校第 1 体育館において、
商船学科 3 年生、電子機械工学科 3・4 年生、情
報工学科 3・4 年生、生産システム工学専攻科生
及び保護者を対象としたキャリア教育フォーラム
を開催しました。

進
路
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た

弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

44 名が参加しました。学生や保護者は各企業の
ブースを回り、業務内容や福利厚生などの説明に
熱心に耳を傾けていました。
　本フォーラムは、学生が今後の進路やキャリア
について考える貴重な機会となりました。
第 40 回四国地区高等専門学校総合文化祭に参加
　12 月 15 日（土）・16 日（日）、第 40 回四国
地区高等専門学校総合文化祭に参加しました。今

　今年度はメディ
ア 総 研 株 式 会 社
に運営を委託し、
企業 60 社、学生
152 名、保護者

年度は香川高等専門学校詫間キャンパスの主催
で、香川県三豊市の文化会館マリンウェーブが主
会場となりました。
　本校は、吹奏楽、軽音楽、絵画、書道、プログ
ラミングコンテストなど 11 部門へ参加し、絵画
部門で情報工学科 5 年の新川陽葉さんの作品が
優秀賞を受賞しました。他にも本校の学生が数多
くの賞を受賞しました。
　参加した学生たちは、各部門で日ごろの活動や
練習の成果を発揮し、活気あふれる 2 日間とな
りました。
　来年度は本校が主催します。閉会式では来年度
の主催校を代表して本校学生会長の伊藤清里菜さ
んが挨拶し、ま
た来年お会いし
ましょうと出席
者に呼びかけま
した。

　来年度全国募集を始めるた
め、弓削高校は下宿先や食事の
提供をしていただける方を探し
ています。心当たりがあるご家
庭は弓削高校教頭大塚(☎77-
2021)まで御連絡ください。
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こんにちは、皆さん！久しぶりですね。もう 2 回
目のＡＬＴコーナーの担当です。まさに光陰矢の如
しです。私が最後に書いてから、佐島、生名、岩城、
弓削島に参加し、たくさんの町民の方と出会いまし
た。また、すべての祭りでだんじりをかきました。
温かい歓迎ありがとうございます。本当に楽しかっ
たですが、肩が 1 週間も痛かったです。

また、弓削高校と魚島小中学校の文化祭にも行き
ました。マルタには文化祭がありませんので、初め
ての文化祭でした。学生のパフォーマンスを見て、
とても楽しかったです。
　最後に、私は少しずつ日本語の勉強をしています。
8 月に来日してから少し良くなりましたが、まだま
だ頑張らないといけません。今は自己紹介以上の会

話が出来るようになってきました。いつものように
私を見かけたら声をかけてください。すべてを理解
出来ないかもしれませんが、頑張りますよ。

ALTコーナー /上島町観光協会だより

弓削 月 19:30 〜  弓削地域交流センター
生名 月 9:00 〜  ３分団集会所
岩城 木 20:00 〜  岩城総合支所庁舎
魚島 水 19:30 〜  魚島開発総合センター

英会話教室

今月の担当 ALT
ペイス・ジョナサン

初めての体験

佐島の祭りにて
　（右端　ジョナサン）
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KAMIJIMAKITCHEN / 上島の文芸

淑
気
満
つ
庭
面
や
日
差
し
満
ち
溢
る

田
坂　
紫
苑

と
し
だ
ま
に
孫
そ
れ
ぞ
れ
の
初
電
話

田
坂
芙
代
子

一人
さ
と
に
母
入
院
の
年
迎
ふ中

脇　
幸
造

水
曜
会
【
弓
削
】

い
つ
し
か
に
米
寿
を
過
ぎ
し
わ
れ
な
れ
ど

人
の
手
借
り
ず
い
ま
も
動
け
る宮

本
佳
世
子

紅
白
に
今
年
も
咲
け
り
山
茶
花
は
逝
き

に
し
吾
子
を
ま
た
も
憶
へ
り

浪
本　
綾
子

む
つ
み
歌
会
【
岩
城
】

妻
病
み
て
家
事
の
苦
労
を
思
い
知
る

達
者
だ
よ
百
歳
だ
って
ど
ん
と
受
く

佐
伯　
真
柳

魚
島
俳
歌
柳
会
【
魚
島
】

冒
険
よ
人
生
常
に
前
向
き
に

鏡
見
て
介
護
の
我
も
も
う
す
ぐ
よ

久
保
か
す
み

干
し
並
べて
デ
ベ
ラ
の
れ
ん
が
今
盛
り

か
あ
ち
ゃ
ん
が
旬
の
い
わ
し
を
釣
る
師
走

身
土　
不
二

冬
ぬ
く
し
前
垂
れ
替
え
よ
う
地
蔵
様

上
を
褒
め
れ
ば
拗
ね
る
子
や
運
動
会

ひ
ま
わ
り

猪
が
来
て
か
ら
島
に
人
住
め
ず

猪
の
被
害
乗
り
越
え
年
迎
ふ柳　

　
小
福

師
走
な
り
島
の
空
家
が
又
増
え
た

土
佐
沖
か
南
海
ト
ラ
フ
つ
き
つ
め
ろ

松
原　
瑞
峰

サバじゃが

●作り方

●材料（２人×２回分）
サバ缶(みそ味) ・・・・・・・・・・・・・ 1缶
じゃがいも・・・・・・・・・・・・ ３個(300g)
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・ 小１個(150g)
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ２
みりん・しょうゆ・・・・・・・・・ 各大さじ1弱
青ねぎ(小口切り) ・・・・・・・・・・ 大さじ１

1　 玉ねぎは薄切り、じゃがいもは小さ目の乱切り
にする。

2　1をさっと水にくぐらせ、耐熱容器に入れて、
　　ラップをして 3 分くらい電子レンジで加熱する。
3　厚手の鍋に2とサバ缶 ( 汁ごと ) を入れ、火にか
　　ける。
4　 煮立ったら軽く混ぜ、きっちりふたをして、弱

火でじゃがいもに火が通るまで ( 約 10 分 ) 煮て、
調味する。

5　 器に盛り付け、ねぎを飾る。

※　少量作る時は、すべて電子レンジで加熱しても。
　缶詰の味で、調味料は加減してください。

話題の「サバ缶」レシピ！

※　味付きのまぐろ ( かつお ) フレーク缶やコンビーフ
　　缶でも。

十
年
前
傘
寿
と
成
り
し
霜
月
に
四
国
霊

場
徒
歩
結
願
せ
し

池
田　
繁
雄

年
賀
状
八
十
枚
を
書
き
終
へ
ぬ
友
の
面

影
思
ひ
浮
か
べて

森
本　
和
佳

蜜
柑
色
丘
辺
に
映
え
て
秋
深
む
瀬
戸
群

青
で
鵯
の
鳴
く

浪
本
三
千
彦

文
化
展
帰
り
に
石
鹸
も
ら
ひ
け
り
目
を

楽
し
ま
せ
お
茶
頂
き
ぬ

白
石　
　
勇

蜜
柑
摘
み
畑
で
弁
当
食
べ
る
の
が
楽
し

か
っ
た
と
息
子
は
孫
に
言
ふ

西
本　
優
子

K A M I J I M A K I T C H E N
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レモン苗新植マニュアル（ver.1.2）

しまなみ
農業だより

レ
モ
ン
は
樹
勢
が
強

く
、若
齢
期
に
は
新
梢（
特

に
夏
梢
）の
勢
い
に
負
け
、

花
は
咲
い
て
も
な
か
な
か

結
実
に
結
び
つ
き
ま
せ

ん
。
よ
く
成
る
樹
に
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次

の
３
つ
で
す
。

❶
あ
る
程
度
の
樹
冠
を
確

保
す
る
こ
と

❷
直
立
し
が
ち
な
枝
梢

を
、な
る
べ
く
横
に
広
げ
、

勢
い
を
分
散
さ
せ
る
こ
と

❸
ま
ず
初
結
実
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
に
し
、
樹
に
成

り
癖
を
つ
け
る
こ
と

　
そ
の
た
め
、
苗
の
植
え

付
け
間
隔
は
初
め
か
ら
広

め
に
確
保
し
、
決
し
て
密

植
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

◦
苗
が
届
い
た
ら
、
十
分
給
水

さ
せ
た
後
、直
ぐ
本
圃
へ
植
え
る
。

◦
根
っ
こ
を
い
た
め
な
い
よ
う
や

さ
し
く
扱
う
（
植
え
痛
み
予
防
）。

◦
植
え
る
際
に
は
、
根
っ
こ
を

四
方
に
広
げ
、
間
に
土
を
入
れ

る
。
し
っ
か
り
と
か
ん
水
し
、

根
っ
こ
と
土
を
密
着
さ
せ
る
。

◦
同
時
に
支
柱
を
立
て
る
。

◦
植
え
付
け
穴
を
整
備
。
樹
幅

は
最
低
４
m
を
確
保
。
列
間

は
で
き
れ
ば
通
路
を
確
保
す
る

た
め
５
m
は
欲
し
い
と
こ
ろ
。

◦
植
え
付
け
予
定
地
に
あ
ら
か

じ
め
穴
（
直
径
30
～
40 

cm
、
深

さ
30 

cm
程
度
）
を
掘
り
、
掘
り

出
し
た
土
に
完
熟
た
い
肥
0.5
袋
、

石
灰
１
握
り
、
よ
う
り
ん
１
握

り
程
度
を
良
く
混
ぜ
て
お
く
。

※
苗
が
届
い
て
か
ら
植
穴
を
掘

っ
て
い
て
は
間
に
合
い
ま
せ

苗
が
届
く
前
に･･･

定
植
後
の
管
理  

定
植
植
時
の
注
意
点

※
と
に
か
く
１
年
目
が
大

切
。

　
過
乾
燥
（
か
ん
水
不
足
）、

雑
草
の
過
繁
茂
は
厳
禁
で

す
。
黒
ビ
ニ
ー
ル
で
の
マ
ル

チ
が
効
果
的
で
す
。

　

梅
雨
期
以
降
の
新
葉
に

は
エ
カ
キ
が
入
り
や
す
く
、

後
々
の
か
い
よ
う
病
の
原
因

に
な
る
の
で
、
食
害
を
受
け

な
い
よ
う
６
月
上
旬
に
エ
ク

シ
レ
ル
S
E
１
０
０
倍（
育

苗
期
、
30
～
50
m /
樹
、
３

回
ま
で
）
や
、
ア
ク
タ
ラ
粒

剤
５
（
育
苗
樹
、
20
～
40

ｇ/

樹
、
２
回
ま
で
）
な
ど

で
防
除
し
て
下
さ
い
。

切り返した状
態で届くので、
そのままでも

浅 く

広 く

倒れないように、
支柱を立てる

接合部は地上に
出す

　 12 月 27 日 ( 木 )、弓削総合庁舎において上島町農林
漁業インターン事業制度に基づくインターン認定書の交
付が行われました。今回、認定されたのは、佐島地区に
お住まいの青木俊樹さんです。これから県しまなみ指導
班や岩城地区の農家で農業に関係する研修を受け、さま
ざまな技術や資格、知識を習得して将来の弓削佐島地域
の担い手農家になって頂きたいと思います。皆さん応援
よろしくお願いします。

上島町農業の担い手を目指して！

ん
。
必
ず
苗
が
届
く
前
に
植
穴

の
準
備
を
終
え
ま
し
ょ
う
。

青木俊樹さんからのコメント
「これからも佐島で頑張っていきま
すので、よろしくお願いします！」

宮脇町長から認定書を
交付
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平成30年12月出動件数 （12月31日現在）

上島町消防署　☎７７-４１１８

地区 弓削 生名 岩城 魚島 合計 H30累計
火災 0 ０ ０ ０ 0 ４
救急 18 9 13 1 41 484

  　 12 月 16 日（日）松山市「アイテムえひめ」
において、自治体消防制度 70 周年記念・消
防団活動推進大会が開催されました。
　大会では「豪雨・震災時の若者と消防団の
役割」をテーマにしたシンポジウムが行われ、
消防団員や防災士など、６名がパネリストと
して参加しました。上島町からは、平成 30
年の出初式でポンプ車操法に出場した、生名
方面隊の原山美咲団員がパネリストとして参
加し、地域の防災力を維持する方策について
ディスカッションが行われました。

火災・救急・救助は

消防だより

　12 月 17 日（月）、愛媛県全域で「シェ
イクアウトえひめ」が行われました。
　「シェイクアウトえひめ」とは、地震を
想定して、参加者が一斉に身を守る行動を
とる、誰でも気軽に参加できる防災訓練で
す。上島町でも、学校や保育所、社会福祉
協議会等の団体が訓練に参加しました。
　大規模災害時に、町民総出で行う全ての
災害対応は、自分の命を守る「自助」から
スタートします。 退避場所や方法等につ
いて再確認するために、ご家族や職場の方
と声を掛け合って、訓練に参加しましょう。

みんなで参加！
「シェイクアウトえひめ」

防災だより

自治体消防制度 70 周年記念・
消防団活動推進大会

平成 30 年度全国統一防火標語
「忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る

原
山
団
員（
左
か
ら
３
人
目
）

危機管理室

　また、屋外会場では軽トラック市が開催され、
県内 17 市町から計 25 台の出店があり、上島町か
らは岩城物産センターに出店していただきました。
レモンポーク串やレモンケーキなどの販売により、
上島町の特産品もアピールすることができました。

取
材
を
受
け
る
宮
脇
町
長
、
田
中
団
長
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平
成
30
年
分
所
得
税
お
よ
び
平
成
31

年
度
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）申
告
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
期

限
内
に
申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
期
間

　
２
月
15
日（
金
）～
３
月
14
日（
木
）

（
土
・
日
除
く
）

●
時
間　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

※  

た
だ
し
、
仕
事
の
都
合
等
に
よ
り

平
日
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
次
の
日
に
申
告
を
受
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
閉
庁
日
受
付（
魚
島
総
合
支
所
除
く
）

　
２
月
17
日（
日
）・
３
月
2
日（
土
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

確定申告に関するお知らせ

所得税および復興特別
所得税・贈与税

所
得
税
確
定
申
告
と
町
・
県
民

税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

上島町から
のお知らせ

３月15日（金）まで

今治税務署からのお知らせ

消費税および地方消費税

４月１日（月）まで

　
税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申

　
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
の
み
利

　
用
で
き
ま
す
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び

　
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
普

　
及
す
る
ま
で
の
暫
定
的
な
対
応
で
す
。

★ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
も
所
得
税
の
確
定
申
告
書

が
作
成
で
き
ま
す
！

※ 

平
成
30
年
分
の
申
告
か
ら
、
給
与
所

　
得
者（
年
末
調
整
済
み
）で
、
医
療

　
費
控
除
ま
た
は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

　
の
寄
附
金
控
除
を
適
用
し
て
申
告
す

　
る
方
は
、「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」か

　
ら
確
定
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

※ 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
消
費
税
、
贈

　
与
税
の
申
告
書
な
ら
び
に
決
算
書
等

　
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
作
成

　
さ
れ
る
方
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

★ 

平
成
31
年
１
月
以
降
も
、
引
き
続

き
、
従
来
の
方
式
で
も
e-

T
a
x
に

よ
る
申
告
書
等
の
送
信
が
で
き
ま
す
。

★ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
②

I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持

ち
で
あ
れ
ば
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

e-

T
a
x
で
申
告
が
で
き
ま
す
。

★ 

I
D

・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
I
C
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
も
、
税
務
署
で
①
I
D
（
利
用
者

識
別
番
号
）、
②
パ
ス
ワ
ー
ド（
暗
証

番
号
）
の
発
行
を
受
け
れ
ば
、

e-

T
a
x
で
申
告
が
で
き
ま
す
。

※ 

発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
本
人

　
が
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

　
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
近
く
の

３
月
15
日
（
金
）（
土
日・祝
日
除
く
）

ま
で
（
現
在
受
付
中
）、「
確
定
申
告
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」で
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
、
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
に
関

す
る
ご
質
問
や
ご
相
談
に
お
答
え
し
ま

す
。

●
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
９
８ｰ

３
２ｰ

６
１
０
０

　

な
お
、
土
・
日
・
祝
日
に
つ
い
て
は
、

２
月
24
日（
日
）お
よ
び
３
月
３
日（
日
）

の
み
、電
話
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※  

ダ
イ
ヤ
ル
後
、自
動
音
声
案
内
に
従
っ

電
話
に
よ
る
申
告
相
談
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

e-

T
a
x
の
利
用
手
続
き
が

よ
り
便
利
に
な
り
ま
し
た
！

（
金
）ま
で（
土
日・祝
日
除
く
）で
す
。

※  

受
付
時
間
は
、
８
時
30
分
か
ら
16

時
ま
で
で
す（
相
談
開
始
は
９
時
か

ら
）。
た
だ
し
、
会
場
の
混
雑
状
況

に
よ
り
16
時
前
で
あ
っ
て
も
受
付
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※  

期
間
中
は
、
確
定
申
告
会
場
や
駐

車
場
が
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
自
宅
で
申
告
書
が
作
成
で
き
る
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

２
月
18
日(
月)

開
設
！

税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
の
開
設
期

間
は
、２
月
18
日
（
月
）か
ら
３
月
15
日

広報かみじま 2019.2 14



確定申告に関するお知らせ

　
詳
し
く
は
、
広
報
折
り
込
み
チ
ラ
シ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
上
島
町
各
総
合
支
所

　
弓
削
税
務
課　
☎
７
７ｰ

２
５
０
０

　
生
名
住
民
課　
☎
７
６ｰ

３
０
０
０

　
岩
城
住
民
課　
☎
７
５ｰ

２
５
０
０

　
魚
島
住
民
福
祉
課
☎
７
８ｰ

０
０
１
１

今
治
税
務
署

☎
０
８
９
８ｰ

３
２ｰ

６
１
０
０（
代
）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
「
国
税
庁　
確
定
申
告
」で
検
索

問
い
合
わ
せ

忘れずに
申告してりん♪

医
療
費
控
除
が

　
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
！

平
成
30
年
分
の
所
得
税
、贈
与
税
お

よ
び
消
費
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
き
ま

し
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本

人
確
認
書
類
（
例
１
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、例
２
：
通
知
カ
ー
ド
と
運
転

免
許
証
な
ど
）の
提
示
ま
た
は
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
（
申
告
書
等
提
出
の

つ
ど
必
要
で
す
の
で
、前
年
分
の
申
告

書
に
記
載
・
提
示
等
さ
れ
た
方
も
同
様

で
す
）。

　
ま
た
、
郵
送
等
に
よ
る
提
出
の
際
に

は
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
の
添
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
忘
れ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

★
「
青
色・記
帳
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
で
、

記
帳
や
青
色
申
告
に
関
す
る
ご
質
問
や

ご
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

●
開
設
期
間

　
３
月
１
日
（
金
）
～
３
月
８
日
（
金
）

　
　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。）

●
時
間

　
10
～
12
時
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所　
今
治
税
務
署
内
ブ
ー
ス

贈
与
税
の
申
告
期
限
が

　
延
長
さ
れ
ま
す

役場の申告受付は
3月14日（木）まで

贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て
、平
成
30

年
１
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
６
月
27
日

ま
で
の
期
間
に
特
定
地
域
内
（
愛
媛
県

内
全
域
ほ
か
）の
土
地
等
の
贈
与
を
受

け
た
場
合
は
、
申
告
期
限
が
本
年

（
２
０
１
９
年
）５
月
７
日
（
火
）ま
で

延
長
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、医

療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、

医
療
費
領
収
書
の
提
示
・
提
出
が
不
要

青
色
・
記
帳
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

て
、「
０
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

※  

確
定
申
告
以
外
の
国
税
に
関
す
る一

般
的
な
質
問
や
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て「
１
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。「
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

と
な
り
、代
わ
り
に
、「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

※  

領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存
し
、

税
務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、

提
示
ま
た
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

※  

平
成
31
年（
２
０
１
９
年
）分
ま
で

の
確
定
申
告
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
領
収
書
を
提
出
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

※  

医
療
費
控
除
の
申
告
書
お
よ
び
明

細
書
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作

成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書
等

は
、「
e-

T
a
x
を
利
用
し
て
送
信
」

す
る
か
、「
印
刷
し
て
税
務
署
に
郵

送
」す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
対
象
者　
事
業
お
よ
び
不
動
産
所
得
者

●
協
力　
今
治
地
方
青
色
申
告
連
絡
協

議
会
、
商
工
会
議
所
・
各
商
工
会
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東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
で
は
、

使
用
済
の
小
型
家
電
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
を
つ

く
る
世
界
初
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
携
帯
電
話
や
小
型
家
電
が

メ
ダ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
み
ん

な
の
想
い
が
こ
も
っ
た
メ
ダ
ル
を
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

 

T
O
K
Y
O 
２
０
２
０

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

団
地
や
ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
い
の
方
に

つ
い
て
は
、
住
民
票
に
方
書
（
建
物
名
・

部
屋
番
号
等
）を
記
載
し
ま
す
。

方
書
が
な
い
と
、同
じ
地
番
に
複
数
の

世
帯
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
番

表
示
だ
け
で
は
郵
便
物
が
正
確
に
お
届

け
で
き
な
い
等
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
住

民
票
に
方
書
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、お
近
く
の
支
所
で
住
民
票
へ
の
方
書

追
加
の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※ 

平
成
25
年
２
月
１
日
以
降
に
転
入
・

転
居
さ
れ
た
方
は
、
す
で
に
方
書
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

す
で
に
申
出
に
よ
り
方
書
記
載
を
し
て

い
る
方
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・ 

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

住
民
票
へ
の
方か
た
書が

き
記
載
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

ド
・
運
転
免
許
証
等
）

・ 

代
理
人
が
手
続
き
を
行
う
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
委
任
状

●
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　
弓
削
住
民
課　
☎
７
７ｰ

２
５
０
３

　
生
名
住
民
課　
☎
７
６ｰ

３
０
０
０

上
島
町
で
は
乳
幼
児
の
健
全
な
育
成

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
に
要
す
る
費
用
の

助
成
を
行
って
い
ま
す
。

● 

対
象　
６
歳
未
満（
各
年
度
の
４
月

１
日
現
在
）の
乳
幼
児
保
護
者

※
町
税
等
に
未
納
が
な
い
こ
と
。

※ 

上
島
町
内
に
住
所
を
有
し
同
居
し
て

い
る
こ
と
。

●
助
成
金

　
１
台
に
つ
き
５
，０
０
０
円

　

購
入
費
が
１
万
円
に
満
た
な
い
場
合

ご
存
知
で
す
か
？

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成
事
業

お知らせ

　
岩
城
住
民
課　
☎
７
５ｰ

２
５
０
０

　
魚
島
住
民
福
祉
課
☎
７
８ｰ

０
０
１
１

弓削商船高等専門学校公開講座

お申込方法、詳細等は本校ホームページをご覧く
ださい。受付は先着順とし、定員になり次第締め切
らせていただきます。なお、申込者が少ない場合
は中止にすることがありますのでご了承ください。
●申込・問い合わせ
　〒794-2593　上島町弓削下弓削1000
　弓削商船高等専門学校企画広報室企画係
TEL 77-4613 ／ FAX 77-4691
E-mail kikaku@yuge.ac.jp
HP http：//www.yuge.ac.jp/

バスケットボール教室　第3回
●日 時 3月17日(日）9:00 〜12:00
●対 象 小・中学生
●定 員 20名程度
●申込締切 3月8日（金）

電子機械工学科体験授業Ⅰ
-PC を使ったオリジナルクリップの設計と製作 -
　第２回
●日 時 2月24日(日）9:40 〜11:40
●対 象 中学生（保護者同伴でも可）
●定 員 20名程度
●申込締切 ２月15日（金）

●日 時 2月24日(日）13:00 〜15:00
●対 象 中学生（保護者同伴でも可）
●定 員 20名程度
●申込締切 2月15日（金）

電子機械工学科体験授業Ⅱ
- ライントレースロボットの制御プログラミング -
　第２回

ッ
ク
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
届
け
ま
せ
ん
か
。

　
愛
媛
県
内
で
の
回
収
は
、
県
庁
第
１

別
館　
１
階
ロ
ビ
ー
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

や
、
各
市
町
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
上
島
町
で
は
収
集
し
た
粗
大

ゴ
ミ
の
中
か
ら
利
用
で
き
る
も
の
を
選

別
す
る
方
法
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
循
環
型
社
会
推
進
課

　
☎︎
０
８
９-

９
１
２-

２
３
５
６

　
メ
ー
ル

　

junkan-shakai@
pref.ehime.lg.jp

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://www.pref.ehime.jp/h15700/
medalproject.html

※ 電子機械工学科体験授業は日にちを変更してお
ります。第１回に参加していなくても参加可能で
す（第１回と第２回は同じ内容です）。

※　いずれも受講料は無料で、うわばき持参
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上
島
町
文
化
財
講
座
の

　
　
開
催
に
つ
い
て

お知らせ

上
島
町
議
会

第
４
回
定
例
会

本
定
例
会
は
12
月
14
日
（
金
）
に

開
会
し
、同
月
25
日
（
火
）に
閉
会
。

議
案
14
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

■
上
島
町
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

条
例
の
精
査
を
行
い
、
条
文
の
規
定

を
整
備
し
た
も
の
で
す
。ー

原
案
可
決
ー

　
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件

補

正

予

算

■
平
成
30
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特

別
会
計
補
正
予
算（
７
議
案
）

　
補
正
額
等
は
別
表
の
と
お
り

｜
原
案
可
決
｜

条
例
の
一
部
改
正

そ

の

他

■
上
島
町
魚
島
観
光
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

G
o
o
d 
I
s
l
a
n
d
s
（
大
阪
市
）

　
代
表
者　
郷
野　
昭
彦ー

原
案
可
決
ー

■
工
事
請
負
契
約
の一部
変
更
に
つ
い

て

△

工
事
名　
篠
塚
漁
港
東
防
波
堤
機
能

保
全
工
事

△

変
更
内
容（
契
約
金
額
）

　
変
更
前　
８
３
,
７
０
０
千
円

　
変
更
後　
９
２
,
７
７
３
千
円

　
（
設
計
の一部
変
更
に
よ
る
増
）

ー
原
案
可
決
ー

会計名 補正額 総額
一般会計 2億1,900万円 78億2,300万円
国民健康保険事業 30万円 10億8,500万円
農業集落排水 600万円 1億1,250万円
介護保険 5,790万円 9億2,500万円
介護サービス 0 4,480万円
魚島船舶 520万円 1億2,120万円
上水道 38万円 2億3,338万円

介護サービスは総額を変更せず、予算の組替えで対応

■
上
島
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
濱
田　
高
嘉（
弓
削
）ー

同　
　
意
ー

　
「
獅
子
狛
犬
の
歴
史
と
高
浜
八
幡
神

社
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
伊
東　
史
朗

氏
（
和
歌
山
県
立
博
物
館
館
長
）
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
講
演

は
、「
獅
子
狛
犬
と
は
何
か
」
と
い
っ

た
基
本
的
な
解
説
か
ら
始
ま
り
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
せ
と
う
ち
交
流
館
の
展
示
室

に
お
き
ま
し
て
、
２
月
１
日
～
28
日
ま

高浜八幡神社の獅子狛犬
（上弓削）

は
、
購
入
費
の
1/2

※
１
世
帯
に
つ
き
１
台
１
回
限
り
。

※ 
購
入
金
額
が
１
万
円
に
満
た
な
い
場

合
は
、
購
入
費
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・ 

品
名
、
購
入
日
、
金
額
が
分
か
る
領

収
書（
購
入
か
ら
１
年
以
内
）

・
保
証
書

・
印
鑑

・
金
融
機
関
通
帳

●
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　
弓
削
住
民
課　
☎︎
７
７ｰ

２
５
０
３

　
生
名
住
民
課　
☎︎
７
６ｰ

３
０
０
０

　
岩
城
住
民
課　
☎︎
７
５ｰ

２
５
０
０

　
魚
島
住
民
福
祉
課
☎︎
７
８ｰ

０
０
１
１

で
の
期
間
中
に
「
か
み
じ
ま　
れ
き
し

写
真
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
２
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
12
時

●
会
場

　
せ
と
う
ち
交
流
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

●
講
師　
和
歌
山
県
立
博
物
館
館
長

　
伊
東　
史
朗
氏

●
演
題　

　
獅
子
狛
犬
の
歴
史
と
高
浜
八
幡
神
社

●
入
場
料　
無
料

●
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

　
上
島
町
教
育
委
員
会
（
弓
削
）

　
☎︎
７
７–
２
１
２
８
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コミュニティ・スクール

●
学
校
運
営
協
議
会

　
保
護
者
や
地
域
住
民
等
が
一
定
の
権

限
を
持
っ
て
学
校
運
営
に
参
画
し
、
意

志
決
定
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ニ

ー
ズ
を
迅
速
か
つ
的
確
に
学
校
運
営
に

反
映
さ
せ
、
よ
り
よ
い
教
育
の
実
現
に

取
り
組
む
合
議
制
の
機
関
で
す
。

●
学
校
運
営
協
議
会
委
員

○
構
成
員

　
地
域
住
民
の
代
表
・
保
護
者
代
表

　
校
長
・
教
職
員
等　
20
名
以
内

※ 

校
長
が
推
薦
し
、
教
育
委
員
会
が

委
嘱
し
ま
す
。

○ 

任
期
は
１
年
（
再
任
可
）

○ 

年
に
５
回
程
度
開
催

　
未
来
を
担
う
上
島
町
の
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
子
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
か
？

　
上
島
町
で
は
、
学
校
と
地
域
が
目
標
を
共
有
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設

置
し
、
教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
上
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
４
地
区
に
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
設
置
し
、
各
地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
る
学
校
を
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
い
い
ま
す
。

上
島
町
内
の
小
中
学
校
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
が
ス
タ
ー
ト
！

学校運営協議会
魚島地区学校運営協議会（魚島小学校・魚島中学校）
弓削地区学校運営協議会（弓削小学校・弓削中学校）
生名地区学校運営協議会（生名小学校）
岩城地区学校運営協議会（岩城小学校・岩城中学校）

上
島
町
教
育
委
員
会

小
・
中
学
校

保護者・地域住民・高等学校・高等専門学校・地元企業
各種団体　等

❶ 知る（情報共有）
子どもには、学校には、地域には、
どんないいところがある？どんな課題がある？

❸ 実現させる（協働）
　学校・地域・保護者・子どもの役割分担をして
　共有した目標に向かって、共に汗を流す
　学校を核とした地域ネットワークでつながる

❹ 振り返る（評価）
　持続可能な取組にするために
　協働する楽しさや喜び、手ごたえを分かち合う

❷ 考える（熟議）
　こんな子どもに育ってほしい
　こんな学校をつくりたい
　目標・ビジョンの共有

運営サイクルのイメージ

コミュニティ・スクールの仕組み

〜子どもたちのために  よりよい学校・地域に〜

学校の指定

委員の任命

意　見

説　明

意　見

承　認

承　
認

学
校
支
援

説　
明

連
携

協
力
の
推
進

２月
　から
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コミュニティ・スクール

　

　【子どもにとっての魅力】
○学びや体験活動の充実
○地域のよさの実感
○防犯・防災等の安心感・自己肯定
　感の高まり
○社会性の高まり

　【教職員にとっての魅力】
○組織的・継続的な活動のつながり
○教育活動の質の向上
○地域・保護者とのつながりの深化
○学校運営の改善
○教師の負担軽減と指導力の向上

　【地域にとっての魅力】
○学校運営への参画意識
  （地域全体で子どもを育てている意識）
○地域の防犯・防犯体制の構築
○生きがいやつながりの強化

　【保護者にとっての魅力】
○学校や地域に対する理解の深化
○地域の中で子どもが育てられている
　安心感
○保護者同士、地域の人々との人間
　関係の構築

コミュニティ・スクールの目指すすがた

地域家庭

学校

　　　学校運営協議会の日程を学校ホームページ、上
　島町のホームページでお知らせします。傍聴規則を
　守り傍聴することも可能です。
※「上島町立学校における学校運営協議会の設置等に
　関する規則」は次のＵＲＬから閲覧することができます。
　https://www.town.kamijima.lg.jp/reiki_int/
reiki_honbun/r034RG00000801.html

　　　現在の学校は、学校評議員、ＰＴＡ、学校支援
　ボランティア、地域や保護者の方々にたくさんのご
　協力をいただいており、既にコミュニティ・スクー
　ルの　ような活動もできています。そこで、これま
　での上島町の強み（地域とのつながり）を更に最大
　限に発　揮できる組織として、「学校運営協議会」
　を設置します。

コミュニティ・スクールＱ＆Ａ

　上島町の子どもたちを、上島町の皆さんと共に育
てていきましょう！！
　ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

上島町教育委員会（教育課）☎︎７７−２２０７

Q2

A1 A2

Q1 　学校運営協議会での協議内容は知ることはでき
　　ますか？

　なぜ、コミュニティ・スクールにする必要が
　　あるのですか？
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島々の話題

12/4
愛媛マンダリンパイレーツ野球教室

球児一人ひとり丁寧に指導

12月4日（火）、岩城総合運動場野球場において、「愛
媛マンダリンパイレーツ野球教室」が開催されました。

講師として、愛媛マンダリンパイレーツの安野選手、
堀尾選手をお迎えし、守備、打撃を主にご指導いただき
ました。選手との1打席勝負や一人ひとりに丁寧に指
導いただいたおかげもあり、子どもたちにとって非常に有
意義な教室となりました。

1/12 憧れのプロの技を学ぶ
　FC今治サッカー教室

★ 火の用心の感謝状もらったよ
　県消防協会から魚島保育所へ

　魚島保育所幼年消防クラ
ブが、防火・防災の周知啓
発に貢献し、保育所外でも
活発に活動したことが認め
られ、公益財団法人 愛媛
県消防協会長から感謝状が
授与されました。

12/16
　第5回尾道市空手道選手権大会
日頃の鍛錬の成果 12月16日（日）、尾道市瀬戸田B&G体育館におい

て「第5回尾道市空手道選手権大会」が開催され、
日頃の鍛錬の成果を発揮しました。
●小学 1 年女子 形の部 優勝 杉本　優（弓削小）
  2 位  桝田苺子（弓削小）
  ３ 位 平田雛乃（弓削小）
●小学2年女子 形の部 優勝 左髙真帆（弓削小）
●小学4年男子 形の部 2 位 池本颯馬（弓削小）
●小学1年女子 組手の部 優勝 平田雛乃（弓削小）
  ３ 位 桝田苺子（弓削小）
●小学2年女子 組手の部 優勝 左髙真帆（弓削小）
●小学３年女子 組手の部 優勝 天野樹里（弓削小）

　１月12日(土)、弓削体育館でFC今治によるサッ
カー教室が行われ、小学生から高専生まで30名あ
まりが参加しました。当日はあいにくの空模様のた
め、会場を体育館に変更して行われました。参加者
はウォーミングアップ、パス練習等をとおして４名
の選手からのアドバイスを真剣に聞いていました。
最後に学年別に試合形式のゲームを行い、プロを相
手に心地よい汗を流しました。

　上島町幼年消防クラブでは、正しい火の取扱いに
ついて学び、火遊び等による火災を予防し、子ども
たちを中心とした防災活動に参加できる習慣をつく
るために上島町消防本部の指導の下に組織の育成が
進められています。
　皆さん、この時期は、空気が乾燥し、暖房器具を
使う機会も多くなることから、火災が発生しやすく
なります。大切な命を守るため、火事が起きないよ
うに日ごろから心がけましょう！

横井壮輔くん（魚島保育所）
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島々の話題

12/10
　上島町自衛官募集相談員委嘱式

よろしくお願いします

　12 月 10 日（月）、弓削総合庁舎町長室において、自衛官募
集相談員の委嘱式が行われ、自衛隊愛媛地方協力本部長と上
島町長の連名による委嘱状が相談員 4 名に手渡されました。
　相談員は、自衛官募集基盤の充実発展を図るため、志願者
に対して情報の提供や募集のための広報援助を行っています。

下段右から　古江節男（弓削）、村上昭一（生名）、
松浦米親（岩城）、横井政宣（魚島）　敬称略

●ご利用案内　開館時間 ８:30 〜１７:００

≪メディア室・展示室のご案内≫
・てまり( てまりグループ )・絵てがみ ( 絵てがみグループ )
・かみじま れきし写真展（２月１日〜２月 28 日）

■ 愛媛県立図書館の図書を借りることが出来ます。受付までお問合せください。
■ 図書のリクエストを受け付けています。
■ 先に一部だけ返却される場合は、貸出期間とお名前を書いた紙を挟んでい
　 ただけると助かります。

※入荷次第貸出となりますので、ご了承ください。
題　名　　　　　　　　　　　　　作　者　 題　名　　　　　　　　　　　　　　作　者

昨日がなければ明日もない 宮部　みゆき ぼくらの七日間戦争 宗田　理
キンモクセイ 今野　敏 しっぱいにかんぱい！ 宮川　ひろ
本と鍵の季節 米澤　穂信 あのひとは蜘蛛を潰せない 彩瀬　まる
大恋愛〜僕を忘れる君と（上・下） 大石 静 / 高橋 和昭 ほんやのねこ ヒグチ　ユウコ
獅子吼 浅田　次郎 まくらのせんにん　そこのあなたの巻 かがくい　ひろし
由佳の成長、それは奇跡の出会いからはじまった〜「会社のあり方」「私の生き方」〜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　孝博 ちびといつまでも - ママの乳がんとパパのお弁当と桜の季節 - 柏原　昇店
薬に頼らず病気に勝つ最強の食事術−熊本地震で被災者を救った酵素玄米食のチカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高浜　はま子 プーさんと一緒にマインドフルネス　私らしく生きる心の整え方 ジョセフ・ペアレント
虚の領域 松嶋　智左 スルースキル - あえて鈍感になって人生をラクにする方法 - 大嶋　信頼
友だち幻想 菅野　仁 スマホを落としただけなのに　囚われの殺人鬼 志駕　晃
走れＴ高バスケット部 6・7・8 松崎　洋 それまでの明日 原　寮
その先の道に消える 中村　文則 向田理髪店 奥田　英朗
ダイナー 平山　夢明 第 5 番　無痛Ⅱ 久坂部　羊
影裏 沼田　真佑 小児科医の僕が伝えたい最高の子育て 髙橋　孝雄
虚実妖怪百物語　破・急 京極　夏彦 ぼくは明日 朝倉　かすみ
本所おけら長屋（十・十一） 畠山　健二 忙しい人専用「つくりおき食堂」の超簡単レシピ まりえ
恨み残さじ　空也十番勝負　青春篇 佐伯　泰英 異郷のぞみし　空也十番勝負　青春篇 佐伯　泰英
剣と十字架　空也十番勝負　青春篇 佐伯　泰英 未だ行らず　空也十番勝負　青春篇（上・下 ) 佐伯　泰英

種類 貸 出 限 度 貸出期間
図書 1人 5 冊まで ( うち新着本 2 冊 ) ３週間

DVD 1人 3 本まで (うち新着 DVD １本 ) １週間
新着 DVD 3 日間

●問い合わせ　
　せとうち交流館
　上島町弓削下弓削 1037-2 
　☎ 77-2252　　 77-2292Fax

 せとうち交流館だより

新着図書

新刊図書案内
木花−記憶の源流編

川田 長慶（弓削在住） 著
　　　 出版：RAP選書
変哲もない日常が突如として崩れ
る。内的、外的な要因で起こる変
化を一つの風景とするなら人も十
人十色に咲いて散る。（あとがき
より）　木花三部作初編

せとうち交流館

1/1
　いきな新春走り初め
健脚で山頂から初日の出
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戸籍だより 
※戸籍だよりは、上島町各総合支所窓口へ届け
出に来られた方で、掲載の了解をいただいた方
のみを掲載しています。掲載をご希望の方は、
上島町各総合支所住民課へご連絡下さい。
■弓削総合支所住 民 課　☎︎0897-77-2503
■生名総合支所住 民 課　☎︎0897-76-3000
■岩城総合支所住 民 課　☎︎0897-75-2500
■魚島総合支所住民福祉課　☎︎0897-78-0011

村
むらかみ

上ミ
み ゆ き

ユキ 11月28日 ８９歳（岩城）
越
お ち

智美
み よ こ

代子 12月２日 ６７歳（弓削）
尾
おのうえ

上　秀
ひで き 

樹 12月３日 ７７歳（弓削）
野
 の もと

本サ
さ え み

エミ 12月５日 ９５歳（生名）
田
た な ご

名後允
のぶとし

敏 12月７日 ７５歳（岩城）
菅
すが や 

谷　彬
あきら

 12月14日 ７７歳（弓削）
藤
ふじむら

村　照
てる こ 

子 12月14日 ９１歳（弓削）
濱
はま だ 

田　 一
はじめ

 12月17日 ８２歳（生名）
春
はるおか

岡　未
すえ こ 

子 12月19日 ９６歳（弓削）
澤
さわ だ 

田フ
ふ さ み
サミ 12月20日 ９２歳（岩城）

高
たか い 

井　康
やす お 

雄 12月22日 ７８歳（弓削）
澤
さわ だ 

田　年
としみつ

光 12月25日 ８２歳（岩城）
大
おおもと

本　祐
ゆう じ 

司 12月28日 ７３歳（生名）

人口の動き 平成30年12月31日現在
※（　）は前月比です。

区分 男 女 合　計 世帯数

弓削 １,６０９
（▲ 8）

１,５５０
（▲９）

３,１５９
（▲ 17）

１,８７９
（▲ 14）

生名 7 ０２
（▲ 4）

８３０
（▲６）

１,５３２
（▲ 10）

８５０
（▲ 6）

岩城 1,１４８
（　１）

８９８
（　１）

２,０４６
（　2）

１,１４８
（　3）

魚島 ９０
（▲ 1）

７６
（▲１）

１６６
（▲ 2）

１１１
（▲ 2）

合計 ３,５４９
（▲ 12）

３,３５４
（▲ 15）

６,９０３
（▲ 27）

３,９８８
（▲ 19）

出 生 おめでとうございます

三州　愛　　　金 一 封　　教育・文化のため
野本　武利　　金 一 封　　海光園のために
松浦　隆昭　　金 一 封　　ふるさと納税
辻　　和夫　　１ 万 円　　ふるさと納税
山形　壽生　　金 一 封　　ふるさと納税
岡崎　貴則　　金 一 封　　ふるさと納税
原　　修二　　金 一 封　　ふるさと納税
児島　求　　　金 一 封　　ふるさと納税
鎌田　金作　　５ 万 円　　ふるさと納税
水上　慶太　　金 一 封　　ふるさと納税
藤田　靖直　　金 一 封　　ふるさと納税
阿部　雅弘　　金 一 封　　ふるさと納税
永易　修　　　金 一 封　　ふるさと納税
嵜岡　秀夫　　金 一 封　　ふるさと納税
總山　雄一　　金 一 封　　ふるさと納税
石渡はぎの　　金 一 封　　ふるさと納税

次の方に寄付をいただきました。
紙上より厚くお礼申し上げます。

寄 付 
敬称略／12月31日までの受付

平成 30 年３月生まれの赤ちゃん写真募集 

H A P P Y  B I R T H D A Y

１歳のお誕 生日おめでとう

２月15日生まれ
冨
とみ た 

田 愛
あい

ちゃん（弓削）

１歳おめでとう！!元気にスクスク
育ってね♡ 淳＆成美

MESSAGE

■締切 ２月５日(火)
■投稿方法　次を各総合支所へ投
稿してください。
★赤ちゃんの顔写真１枚★①住所
②名前 ③性別 ④生年月日 ⑤保護
者名 ⑥電話番号 ⑦メッセージ

西
にしもと

本海
 み  な  と  

奈斗 康
やすあき

晃・葵
あおい

 （岩　城）

死 亡 ご冥福をお祈りいたします
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行事カレンダー、戸籍だより

上島町２月行事カレンダー・潮汐表
日 予　　　　　　定 潮 高　　潮 低　　潮

時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位 時刻 潮位
1日(金) 中 9:27 297 21:02 258 2:42 56 15:42 129

2日(土) 上島町文化財講座（せとうち交流館　10:30〜12:00）
　※ 17 ページ関連記事 中 10:19 313 21:52 265 3:38 42 16:33 119

3日(日) 中 11:01 325 22:35 272 4:23 29 17:14 109

4日(月) 少年式（各中学校）
潮湯休館日 大 11:37 332 23:12 279 5:03 21 17:49 101

5日(火) 人権相談（魚島開発総合センター　10:00〜12:00）
スポレク体育館・岩城郷土館休館日 大 12:08 334 23:46 284 5:37 18 18:19 95

6日(水) 人権相談（せとうち交流館　10:00〜12:00）
潮湯水中歩行講座（10：45〜11：30） 大 12:36 333 - - 6:09 19 18:47 90

7日(木) 大 0:18 288 13:03 329 6:39 23 19:13 86

8日(金) 中 0:50 290 13:29 323 7:08 32 19:40 82

9日(土) 中 1:23 289 13:57 315 7:39 44 20:10 79

10日(日) 中 2:00 285 14:28 304 8:12 60 20:43 78

11日(月) 建国記念の日　潮湯休館日 小 2:43 278 15:03 291 8:50 80 21:23 78

12日(火)
行政相談（岩城コミュニティセンター　10:00〜12:00）
行政相談（魚島開発総合センター　10:00〜12:00）
スポレク体育館・岩城郷土館休館日

小 3:35 269 15:46 275 9:36 103 22:13 80

13日(水) 行政相談（せとうち交流館　10:00〜12:00）
潮湯水中歩行講座（10：45〜11：30） 小 4:43 260 16:42 260 10:36 127 23:17 80

14日(木) 長 6:09 260 17:55 250 12:00 144 - -

15日(金) 確定申告受付開始（３月１４日まで） 若 7:36 273 19:16 251 0:36 74 13:41 145

16日(土) 中 8:47 297 20:28 265 1:55 56 15:01 129

17日(日) 確定申告休日受付日 ( 弓削、生名、岩城） 中 9:43 324 21:27 286 3:02 32 15:58 106

18日(月) 潮湯休館日 中 10:31 348 22:19 309 3:57 6 16:44 82

19日(火) スポレク体育館・岩城郷土館休館日 大 11:14 366 23:06 329 4:46 ▲15 17:26 61

20日(水) 行政相談（３分団集会所　10:00〜12:00）
潮湯水中歩行講座（10：45〜11：30） 大 11:55 375 23:51 344 5:30 ▲28 18:05 44

21日(木) 行政相談（３分団集会所　10:00〜12:00） 大 12:33 376 - - 6:13 ▲31 18:44 32

22日(金) 潮湯リラクゼーション講座（10：45〜11：30） 大 0:34 350 13:11 367 6:55 ▲22 19:22 28

23日(土) 中 1:18 347 13:49 351 7:37 ▲2 20:02 30

24日(日) 中 2:04 336 14:28 329 8:19 27 20:43 38

25日(月) 潮湯休館日 中 2:53 316 15:09 303 9:04 62 21:29 52

26日(火) スポレク体育館・岩城郷土館休館日 小 3:50 293 15:55 275 9:55 99 22:22 68

27日(水) 潮湯水中歩行講座（10：45〜11：30） 小 5:01 272 16:53 249 11:01 133 23:30 82

28日(木) 小 6:31 262 18:12 232 12:39 153 - -

今月の税金の納期限 
納期限までに必ず納めましょう 28（木）

○固定資産税第４期分
○国民健康保険税第８期分
○後期高齢者医療保険料第８期分
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13日（水）

インストラクター　西村すみれ

リラクゼーション講座

潮湯は、海水の特性（浮力・抵抗・成分等）を利用した全身浴・部分浴・体操・歩行等の運動浴治
療法が行える海水温浴施設です。定期的に健康講座を開催しております。ぜひ、ご参加ください！潮湯だより

※ 当施設をご利用の際は、
　水着・水泳帽を着用してください。

プールで寒い冬も運動を

２0日（水）２7日（水）

10：45 〜 11：30

水中歩行講座

インストラクター　西村すみれ

水の中でリラックスして気持ちを和らげます。
お仕事や家事でお疲れの方におすすめ ！?２２日（金）

海水温浴施設 潮湯　☎74-0808

6日（水）

営業時間　10:00 ～ 20:00

10：45 〜 11：30

伸
び
や
か
に
　
自
分
ら
し
く

　12月14日(金)、愛媛県立美術館に
おいて、えひめの障がい者アート展の
表彰式が行われ、岡野有希さん（弓削）
が優秀賞を受賞しました。
　岡野さんは、「いろいろ」と題した
水彩画で出品し、身の回りにある複雑
なモチーフを、よく観察して独自の色
使いで表現したことが評価されたもの
です。
　絵を描くのは、職場であるNPO法
人上島ポップコーンの会の作業所（注）
で、月に１回講師の方が来られたとき
だけだそうです。好きなことに打ち込

（注）さぎょうしょ ポップコーンのいえ
　　（パン工房、アートワークスペース）
　　火曜〜金曜　9:15 〜 17:00
上島町弓削下弓削226番地　☎︎72-9307
URL:https://www.kamijimapopcorn.or.jp

む時の集中力は目を見張るものがあ
り、それが今回の受賞にもつながった
ようです。今後も彼女らしい伸びやか
な感性を忘れず、創作活動を続けてほ
しいものです。

上：仲間とともに
　制作に励む
下：受賞作の制作
　に打ち込む
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